
青
森
市
史
編
さ
ん
室
所
蔵
の
行
政
文
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

―
「
昭
和
の
大
合
併
」
に
よ
る
行
政
文
書
の
引
き
継
ぎ
と
廃
棄
・
保
存
に
関
す
る
試
論
―

工

藤

大

輔

は
じ
め
に

現
在
、
青
森
市
史
編
さ
ん
室
（
以
下
、
「
編
さ
ん
室
」
と
略
記
す
る
）
に
は
、
か

つ
て
東
津
軽
郡
役
所
に
よ
っ
て
作
成
・
保
管
さ
れ
て
き
た
公
文
書
約
一
七
〇
点
（
以

下
、
こ
の
文
書
群
を
「
東
津
軽
郡
役
所
文
書
」
と
す
る
）
の
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
「
昭

和
の
大
合
併
」
に
よ
っ
て
青
森
市
と
合
併
し
た
町
村
か
ら
引
き
継
い
だ
公
文
書
を
中

核
と
し
た
文
書
が
約
一
八
〇
〇
点
保
管
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
便
宜
上
こ
の
文
書
群

を
「
町
村
文
書
」
と
い
う
）。

こ
の
う
ち
、
「
町
村
文
書
」
は
、
青
森
市
と
の
合
併
後
に
市
役
所
（
本
庁
舎
）
お

よ
び
各
支
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
、
さ
ら
に
は
個
人
の
方
が
手
に
入
れ
大
切
に

保
管
し
て
き
た
も
の
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
編
さ
ん
室

が
発
足
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）・
支
所
か
ら
移
さ
れ
、
ま
た
、

個
人
の
方
が
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
に
つ
い
て
は
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

小
稿
は
、
編
さ
ん
室
に
所
蔵
さ
れ
る
「
市
町
村
合
併
関
係
綴
」
（
全
八
冊
）
に
あ

る
「
事
務
引
継
書
」
を
手
掛
か
り
に
、
青
森
市
と
合
併
し
た
町
村
の
文
書
が
ど
う
い

っ
た
形
で
青
森
市
に
引
き
継
が
れ
、
そ
の
後
の
廃
棄
・
保
存
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
現

在
ま
で
至
る
の
か
と
い
う
、
い
わ
ば
文
書
の
履
歴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み

で
あ
る
。一

「
町
村
文
書
」
の
概
要

図
１
「
青
森
市
の
変
遷
」
は
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
以
降
、
平
成
十
七
年

(
)

（
二
〇
〇
五
）
年
四
月
一
日
の
浪
岡
町
と
の
合
併
に
至
る
ま
で
の
青
森
市
（
町
）
の

変
遷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
青
森
市
は
昭
和
三
〇

年
代
の
、
「
昭
和
の
大
合
併
」
の
時
期
を
中
心
に
周
辺
の
町
村
と
の
合
併
を
繰
り
返

し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
図
１
の
う
ち
、
青
森
町
が
市
制
を
施
行
す
る
前

年
の
明
治
三
〇
年
十
月
一
日
に
合
併
を
し
た
浦
町
村
の
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
確
認
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
編
さ
ん
室
が
保
管
し
て
い

る
文
書
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
六
月
一
日
に
合
併
し
た
油
川
町
以
降
に
青

森
市
と
合
併
を
し
た
町
村
の
文
書
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
は
、
合
併
の
際
に
青
森
市

に
引
き
継
が
れ
た
も
の
を
中
核
と
す
る
文
書
群
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
町
村
の
位
置
と
行
政
文
書
の
簿
冊
数
に
つ
い
て
は
図
２
「
青
森
市
域

と
行
政
文
書
の
簿
冊
数
」
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

(
)

さ
て
、
こ
れ
ら
の
「
町
村
文
書
」
は
、
『
新
青
森
市
史
』
資
料
編

近
代
（

）

7

2
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図１ 青森市の変遷（青森市－2008）

図２ 青森市域と行政文書の簿冊数
（昭和14年当時の青森市域）
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（青森市-2008をベースマップとして作成）

0 5㎞

で
は
「
旧
町
村
行
政
文
書
」
と
い
う
文
書
群
が
付
さ
れ
、
個
々
の
簿
冊
に
つ
い
て
は
、

(
)

編
さ
ん
室
事
務
局
お
よ
び
近
現
代
部
会
の
手
に
よ
っ
て
、
一
応
の
目
録
が
作
成
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
目
録
に
し
た
が
っ
て
「
町
村
文
書
」
を
み
て
み
る
と
、
実
は
こ
の
文

書
群
は
、

①
当
時
の
町
村
吏
員
が
業
務
上
作
成
し
た
簿
冊

②
合
併
後
に
設
置
さ
れ
た
出
張
所
・
支
所
の
吏
員
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
簿
冊

（
図
３
）

③
①
と
お
な
じ
く
町
村
の
当
時
に
作
成
さ
れ
た
簿
冊
を
、
合
併
後
に
関
連
す
る

二
冊
を
合
綴
す
る
な
ど
し
て
再
装
幀
し
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）
も
し
く
は
支

所
で
保
管
し
て
き
た
簿
冊
（
後
掲
図

参
照
）

15

④
昭
和
三
〇
年
代
の
青
森
市
の
吏
員
が
業
務
上
作
成
し
た
簿
冊

⑤
県
庁
・
東
津
軽
郡
役
所
お
よ
び
他
町
村
の
行
政
文
書
と
思
わ
れ
る
簿
冊
（
図

４
・
図
５
）

⑥
明
ら
か
に
行
政
文
書
と
は
い
え
な
い
私
文
書
（
図
６
）
、
お
よ
び
行
政
文
書

と
積
極
的
に
位
置
づ
け
る
に
は
積
極
的
な
根
拠
が
乏
し
い
文
書

と
い
っ
た
も
の
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
、
④
に
つ

い
て
は
、
「
市
町
村
合
併
関
係
綴
」
な
ど
十
点
ほ
ど
保
管
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

明
ら
か
に
「
旧
町
村
行
政
文
書
」
と
い
う
範
疇
に
は
入
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

⑤
⑥
に
つ
い
て
も
、
「
旧
町
村
行
政
文
書
」
と
は
い
い
難
い
。
と
く
に
、
⑤
⑥
は
後

で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
「
町
村
文
書
」
の
旧
所
蔵
先
と
の
関
わ
り
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
以
上
の
分
類
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
現
段
階
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
「
町
村
文
書
」
は
い
ま
だ
そ
の
整
理
が
十
分
な
も
の
で
は
な
く
、
今

後
時
間
を
か
け
て
再
整
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で
は
指

－ 2 －



図３ 支所で作成された簿冊

図５ 青森市以外の地域の簿冊

図４ 東津軽郡役所の文書ヵ

図６ 私文書

摘
し
て
お
き
た
い
。

(
)

こ
こ
で
、
「
旧
町
村
」
を
、
青
森
市
と
合
併
し
、
図
２
で
示
さ
れ
る
各
町
村
で
あ

る
と
し
た
と
き
、
①
を
「
旧
町
村
行
政
文
書
」
と
い
っ
て
も
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
③
に
つ
い
て
も
町
村
当
時
の
簿
冊
の
内
容
等
に
著
し
い
改
変
等
が
認
め
ら

れ
な
け
れ
ば
、「
旧
町
村
行
政
文
書
」
の
範
疇
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
、

(
)

②
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
出
張
所
・
支
所
は
旧
町
村
の
役
場
に

置
か
れ
た
よ
う
で
は
あ
る
も
の
の
、
合
併
後
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
名

称
に
は
馴
染
ま
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
た
と
え
ば
、
図
３
に
示
し

た
筒
井
地
区
の
台
風
被
害
の
調
査
書
類
の
よ
う
な
支
所
の
簿
冊
を
旧
町
村
の
概
念
か

ら
完
全
に
分
離
さ
せ
て
し
ま
う
の
は
、
各
支
所
が
旧
町
村
時
代
の
行
政
文
書
を
保
管

す
る
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
む
し

ろ
機
能
的
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
再
整
理
の
段
階
に
お
い

て
は
、
①－

③
ま
で
の
文
書
群
で
も
っ
て
、
「
旧
町
村
お
よ
び
出
張
所
・
支
所
行
政

文
書
」
と
で
も
い
う
よ
う
な
括
り
を
考
慮
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
「
町
村
文
書
」
が
編
さ
ん
室
に
収
め
ら
れ
る
直
前
の
保
管
先

（
旧
所
蔵
先
）
に
目
を
向
け
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
表
１
は
、
「
町
村
文
書
」
を

市
町
村
別
に
、
旧
蔵
先
と
そ
の
簿
冊
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
分
か

る
よ
う
に
、
「
町
村
文
書
」
は
市
役
所
（
本
庁
舎
）
と
各
支
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た

も
の
の
ほ
か
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
三
人
の
個
人
の
方
が
持
っ
て
い
た
も
の
に
よ
っ
て
構
成

(
)

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
三
人
の
方
が
持
っ
て
い
た
文
書
は
、
い
ず
れ
も

廃
棄
文
書
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
編
さ
ん
室
が
所
蔵
す
る
「
町
村
文
書
」
の

半
数
以
上
の
五
六
％
を
占
め
て
い
る
。
な
お
、
Ａ
・
Ｂ
両
氏
は
郷
土
の
歴
史
を
研
究

し
て
い
た
方
々
で
、
Ｃ
氏
は
奥
内
村
で
書
記
役
を
務
め
て
こ
ら
れ
た
方
で
あ
っ
た
。

(
)
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と
く
に
、
Ａ
氏
に
つ
い
て
は
、
行
政
文
書
に
限
ら
ず
幅
広
く
史
料
を
蒐
集
し
て
き
た

方
で
あ
り
、
さ
き
の
分
類
⑤
⑥
に
該
当
す
る
も
の
ほ
と
ん
ど
が
Ａ
氏
の
蒐
集
し
た
も

の
に
よ
っ
て
い
る
（
表
１
で
は
「
そ
の
他
」
に
仕
分
け
し
た
）
。
逆
に
い
え
ば
、
⑤

⑥
に
つ
い
て
は
「
町
村
文
書
」
の
整
理
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
Ａ
氏
旧
蔵

表１ 市町村別簿冊数の内訳

市町村名 市役所 支所 Ａ氏 Ｂ氏 Ｃ氏 不明 合計(実数) 合計(％)

青森市 2 0 8 0 0 0 10 0.5

東岳村 1 0 0 0 0 0 1 0.1

油川村 56 0 163 194 0 4 417 22.4

荒川村 94 135 41 0 0 0 270 14.5

後潟村 28 0 53 0 0 0 81 4.4

大野村 9 0 20 0 0 0 29 1.6

奥内村 27 0 180 0 178 0 385 20.7

新城村 32 131 44 0 0 0 207 11.1

高田村 36 0 1 0 0 0 37 2.0

滝内村 1 0 0 0 0 0 1 0.1

筒井町 2 47 16 0 0 0 65 3.5

野内村 119 54 8 0 0 0 181 9.7

浜館村 0 32 8 0 0 0 40 2.2

原別村 2 0 0 0 0 0 2 0.1

横内村 0 4 0 0 0 0 4 0.2

その他 0 0 129 0 0 1 130 7.0

合計(実数) 409 403 671 194 178 5 1860

合計(％) 22.0 21.7 36.1 10.4 9.6 0.3 100.0

の
文
書
の
整
理
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ

ら
の
方
々
の
手
に
渡
っ
た
行
政
文
書
は
、
市
町
村
合
併
の
際
に
旧
町
村
に
よ
っ
て
廃

棄
さ
れ
た
文
書
と
、
合
併
後
に
設
置
さ
れ
た
支
所
が
廃
棄
し
た
文
書
で
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
な
ら
ば
廃
棄
さ
れ
て
い
た
文
書
が
、
こ
う
し
た
方
々
の
手
に

よ
っ
て
保
管
さ
れ
、
現
在
に
遺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
し
、
編
さ
ん
室
で
の
現
在
の
保
管
の
あ
り
方
は
、
Ｂ
氏
旧
蔵
分
以
外
の
文
書

は
す
べ
て
混
架
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
個
人
の
方
が
保
管
し
て
い
た
文
書
は
基

本
的
に
は
廃
棄
文
書
で
あ
り
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）
な
ど
で
保
管
さ
れ
て
き
た
文
書

と
は
来
歴
が
異
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
保
管
形
態
は
必
ず
し
も
適
切
な
も
の
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
さ
き
に
紹
介
し
た
目
録
が
旧
蔵
先
と
し

て
記
し
て
あ
る
も
の
と
、
実
際
の
文
書
の
袋
の
上
書
き
に
お
け
る
旧
蔵
先
と
の
不
一

致
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
正
す
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
文

書
の
来
歴
が
判
然
と
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。

こ
の
点
は
、
き
わ
め
て
残
念
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
が
、
編
さ
ん
室
が
所
蔵
す
る
「
町
村
文
書
」
の
概
要
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
青

森
市
の
文
書
保
存
の
あ
り
方
と
そ
の
実
際
を
確
認
す
る
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
市
役

所
（
本
庁
舎
）
と
支
所
に
保
管
さ
れ
て
き
た
文
書
に
注
目
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二

市
町
村
合
併
と
文
書
の
引
き
継
ぎ

青
森
市
と
あ
る
町
村
と
が
合
併
し
た
と
き
、
合
併
後
に
両
者
の
代
表
者
が
立
ち
会

い
事
務
の
引
き
継
ぎ
を
行
っ
た
。
た
と
え
ば
、
大
野
村
と
の
引
き
継
ぎ
の
ば
あ
い
、

事
務
引
継
書



一
、
東
津
軽
郡
大

野
村
長
高
坂
久

馬
一
は
、
昭
和

廿
九
年
五
月
三

日
大
野
村
が
青

森
市
に
編
入
合

併
し
た
の
で
、

昭
和
廿
九
年
五

月
二
十
二
日
青
森
市
役
所
に
お
い
て
事
務
引
継
を
行
う
。

二
、
大
野
村
長
高
坂
久
馬
一
は
、
別
冊
事
務
引
継
目
録
を
調
製
し
て
、
青
森
市

長
横
山
実
と
と
も
に
一
々
現
物
と
照
し
合
せ
て
そ
の
授
受
を
お
え
た
。

三
、
青
森
市
助
役
下
河
原
定
吉
・
収
入
役
神
楽
岡
智
眼
及
大
野
村
助
役
原
子
力

(

マ
マ)

弥
・
収
入
役
三
橋
勝
哉
は
こ
の
引
継
ぎ
に
立
合
し
た
。

右
の
通
り
相
違
な
く
事
務
の
引
継
を
お
え
た
か
ら
、
立
合
人
と
と
も
に
こ
ゝ

に
署
名
捺
印
す
る
。

昭
和
廿
九
年
五
月
二
十
二
日

大
野
村
長

高
坂
久
馬
一
（
印
）

青
森
市
長

横
山
実

（
印
）

立
会
人

青
森
市
助
役

下
川
原
定
吉
（
印
）

同

収
入
役

神
楽
岡
知
眼
（
印
）

(

マ
マ)

大
野
村
助
役

原
子
力
弥

（
印
）

同

収
入
役

三
橋
勝
哉

（
印
）

図７ 後潟村簿冊件名簿(配給関係)

事
務
引
継
目
録

一
、
書
類
及
び
帳
簿

別
冊
簿
冊
件
名
簿
の
通
り

二
、
財
産

別
紙
財
産
目
録
の
通
り

三
、
金
銭
出
納

別
紙
現
金
収
支
現
計
表
及
び
歳
入
歳
出
現
計
表
の
通

り

四
、
未
済
事
件

別
紙
未
済
事
件
処
理
意
見
書
の
通
り

以
下
余
白

と
あ
る
よ
う
に
、
青
森
市
役
所
に
お
い
て
事
務
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

(
)

「
事
務
引
継
目
録
」
の
な
か
に
み
え
る
「
別
冊
簿
冊
件
名
簿
」
が
、
大
野
村
か
ら
青

森
市
に
引
き
継
が
れ
た
行
政
文
書
の
目
録
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
一
々
現
物
と
照
し

合
せ
て
そ
の
授
受
を
お
え
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
目
録
と
現
物
と
を
突
き
合
わ
せ
て

確
認
作
業
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
簿
冊
件
名
簿
」
に
抹
消
線
が
引
か
れ

た
り
、
朱
書
で
簿
冊
数
な
ど
が

訂
正
さ
れ
た
り
（
図
７
）
、
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ
た
印
な
ど
が
見
え

る
の
は
、
こ
の
照
合
作
業
と
関

係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
図
８
後
潟
村
の
「
簿

冊
件
名
簿
」
で
は
、
欄
外
に
○

(
)

印
が
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、

こ
の
○
印
が
付
さ
れ
た
も
の
は

「
引
き
上
げ
簿
冊
」
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
「
引
き
上
げ
簿
冊
」

図８ 後潟村簿冊件名簿（勧業関係）
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と
は
、
市
役
所
か
ら

支
所
へ
引
き
上
げ
る

簿
冊
と
い
う
意
味
で

あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

事
務
の
引
き
継
ぎ
の

際
に
、
「
簿
冊
件
名

簿
」
と
現
物
と
を
突

き
合
わ
せ
な
が
ら
、

同
時
に
市
役
所
（
本

庁
舎
）
に
収
め
る
文

書
と
、
支
所
へ
引
き

上
げ
る
文
書
の
選
別

も
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。文

書
の
引
き
継
ぎ

は
こ
の
ほ
か
に
、
教

育
委
員
会
と
選
挙
管

理
委
員
会
で
も
行
わ

れ
た
。
こ
の
う
ち
、

大
野
村
の
教
育
委
員

会
関
係
で
は
、
表
２

表２ 大野村教育関係引き継ぎ簿冊

簿 冊 名 冊数 内 訳 簿 冊 名 冊数 内 訳

学齢簿 4 大野小・栄山小・大野中卒業者分 会議録 1

備品台帳 7 学校3・公民館3・委員会1 会議綴 1

青年学級綴 1 議案簿 1

休退職転任関係綴 1 学校教育関係綴 4

学校職員表 1 往復綴 2 教育委員会関係

教職員履歴書綴 1 学校使用許可綴 2

予算関係綴 1 社会教育関係綴 1

奨学資金給与関係綴 1 歳出差引簿 3 昭和28年度・同29年度・同27年度

職員団体綴 1 青年学校関係簿冊 12 昭和25年大野中学校から引継したもの

公民館往復綴 1 委員名簿 1 教育委員会

学校備品調査簿 1 事務引継関係綴 1

地方教育委員連絡協
1 勤仕表 1

議会関係綴

児童委託綴 1 任免関係綴 1

学校基本調査
社会教育関係綴 3 2

学校衛生統計綴

教職員研修関係綴 1 給与関係綴 1

児童生徒異動関係綴 1 計 61

に
示
し
た
よ
う
な
簿
冊
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
年
代
が
判
明
す
る
も
の
は
少
な
い

が
、
お
そ
ら
く
は
い
ず
れ
も
戦
後
に
作
成
さ
れ
た
簿
冊
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
選
挙
人
名
簿
な
ど
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

表
３
は
、
右
で
み
て
き
た
よ
う
な
引
き
継
ぎ
の
手
順
を
経
て
、
青
森
市
に
引
き
継

が
れ
た
各
町
村
の
簿
冊
数
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
四
五
〇
〇
冊
を
超
え

る
簿
冊
が
青
森
市
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
分
か
る
（
教
育
委
員
会
と
選
挙
管
理
委

員
会
を
除
く
）
。
ま
た
、
表
４
は
、
こ
れ
ら
の
簿
冊
の
う
ち
、
年
代
の
判
明
す
る
三

表３ 「昭和の大合併」による引継文書件数

町村名 町村名分類 件数 分類 件数
(合併年月日) (合併年月日)

行政一般 209 行政一般 100
東岳村 滝内村

教育 10 教育 10
(S30.1.1) (S26.4.1)

選管 81 選管

行政一般 284 行政一般 181
荒川村 筒井町

教育 13 教育 48
(S30.1.15) (S30.1.1)

選管 137 選管 79

行政一般 895 行政一般 1019
後潟村 野内村

教育 94 教育 55
(S31.9.1) (S37.10.1)

選管 115 選管 107

行政一般 303 行政一般 220
大野村 浜館村

教育 61 教育 129
(S29.5.3) (S30.1.15)

選管 選管 137

行政一般 209 行政一般 288
奥内村 原別村

教育 19 教育 18
(S30.3.1) (S30.3.1)

選管 90 選管 97

行政一般 287 行政一般 231
新城村 横内村

教育 26 教育 13
(S30.3.1) (S30.1.1)

選管 112 選管 183

行政一般 359 行政一般 4585
高田村

教育 41 合計 教育 537
(S30.1.1)

選管 87 選管 1225

「市町村合併関係綴」（編さん室蔵）から作成。
〔註１〕数値には、実際には削除されたかもしれない簿冊の分も含む。
〔註２〕一部行政文書には属さない図書類も含んでいる。
〔註３〕野内村の一般行政には監査委員会の分（18件）を含む。

－ 6 －
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〇
〇
〇
冊
余
り
を
各
年
代
ご
と
に
そ
の
冊
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
分

か
る
こ
と
は
、
合
併
の
直
前
の
時
期
で
あ
る
昭
和
二
〇
年
代
（
野
内
村
の
ば
あ
い
は

昭
和
三
〇
年
代
）
の
簿
冊
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
前
期
の
文
書
、

と
く
に
兵
事
関
係
を
中
心
と
す
る
諸
資
料
に
つ
い
て
は
、
終
戦
後
間
も
な
く
に
廃
棄

処
分
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
野
内
村
の
昭
和
二
〇
年
代
の
文

(
)

表４ 青森市に引き継がれた旧町村文書

町村名 ～M22 M22～ T ～S10年代 S20年代 S30年代 合計(合併年月日)

滝内村 2 2 4 3 20 0 31(S26.4.1)

大野村 1 1 3 8 156 1 170(S29.5.3)

筒井町 1 6 5 11 43 0 66(S30.1.1)

横内村 1 7 6 9 122 3 148(S30.1.1)

東岳村 1 1 2 3 121 0 128(S30.1.1)

高田村 1 1 1 3 210 3 219(S30.3.1)

浜館村 1 3 1 6 74 0 85(S30.1.15)

荒川村 1 34 10 12 128 3 188(S30.1.15)

新城村 1 3 8 11 59 0 82(S30.3.1)

奥内村 3 19 21 20 84 3 150(S30.3.1)

原別村 0 4 4 25 118 15 166(S30.3.1)

後潟村 1 51 20 27 413 164 676(S31.9.1)

野内村 3 3 5 19 24 908 962(S37.10.1)

年代別合計 17 135 90 157 1572 1100 3071

「市町村合併関係綴」(編さん室蔵)から作成。
〔註〕簿冊の年代に幅があるばあいは始年を採用した。

書
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
か
ら
察
す
る
に
、
合
併
直
前
に
各
町
村
で
文
書
の
廃
棄
が

行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
基
本
的
に
は
現
用
性
の
高
い
文
書
が
青

森
市
に
引
き
継
が
れ
、
青
森
市
側
も
そ
れ
を
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
れ
ら
青
森
市
に
引
き
継
が
れ
た
文
書
は
、
前
述
の
よ
う
に
市
役
所
（
本

庁
舎
）
と
支
所
で
そ
れ
ぞ
れ
保
管
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
保
管
状
況
を
ふ
ま
え
、

こ
れ
ら
二
か
所
で
保
管
さ
れ
て
き
た
文
書
の
性
格
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
み
て
い
く

こ
と
に
し
よ
う
。

表
５
は
、
市
史
編
さ
ん
事
業
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）
・
支
所

か
ら
編
さ
ん
室
に
文
書
が
移
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
簿
冊
の
作
成
年
代
が
判
明
す
る

も
の
を
年
代
別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
簿
冊
の
成
立
年
代
が
分
か
ら
な

い
も
の
に
つ
い
て
含
ん
で
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
横
内
村
に
は
支
所

で
保
管
し
て
い
た
簿
冊
が
四
冊
確
認
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
成
立
年
代
が
不
明
で
あ

る
た
め
こ
の
表
に
は
載
せ
て
い
な
い
。

こ
の
表
５
を
、
表
３
の
引
継
文
書
の
件
数
と
比
較
し
て
み
る
と
（
油
川
町
は
除

く
）
、
八
四－

八
六
％
程
度
の
文
書
は
す
で
に
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
お
お
む
ね
十
五

％
程
度
の
文
書
が
一
応
は
「
永
年
保
存
文
書
」
と
し
て
保
管
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
か
。
ま
た
、
町
村
合
併
以
降
の
昭
和
四
〇
年
代
・
五
〇
年
代
の
文
書

の
存
在
も
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
は
図
３
の
よ
う
に
、
支
所
で
作
成
さ
れ
た
文
書

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
支
所
（
出
張
所
）
で
作
成
さ
れ
た
文
書
に
つ

い
て
は
、
小
稿
の
考
察
の
対
象
か
ら
は
ひ
と
ま
ず
外
す
こ
と
に
し
た
い
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
文
書
の
遺
り
方
と
し
て
、
⒜
市
役
所
（
本
庁
舎
）
の

み
で
保
管
さ
れ
て
い
た
（
東
岳
村
・
油
川
町
・
後
潟
村
・
大
野
村
・
奥
内
村
・
高
田

村
・
滝
内
村
・
原
別
村
）
、
⒝
市
役
所
（
本
庁
舎
）
と
支
所
の
二
か
所
に
保
管
さ
れ



て
い
た
（
荒
川
村

・
新
城
村
・
筒
井

町
・
野
内
村
）、

⒞
支
所
の
み
で
保

管
さ
れ
て
い
た（
浜

館
村
・
横
内
村
）
、

と
い
う
三
つ
の
ケ

ー
ス
が
存
在
す
る

こ
と
で
あ
る
。
と

く
に
、
⒝
の
ば
あ

い
、
野
内
村
を
の

ぞ
く
と
、
支
所
で

は
市
役
所
（
本
庁

舎
）
の
数
倍
に
お

よ
ぶ
ほ
ど
多
く
の

文
書
が
保
管
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
み

て
と
れ
る
。

さ
き
に
述
べ
た

よ
う
に
、
合
併
に

際
し
て
の
文
書
の

引
き
継
ぎ
は
、
基

本
的
に
は
市
役
所

表５ 市史編さん事業開始当時に青森市役所が保管していた旧町村の行政文書

～M22 M22～ T ～S10年代 S20年代 S30年代 S40年代 S50年代 合計
東岳村 1 1
油川町 20 15 21 2 58
後潟村 6 14 6 3 29

37 15 23 17 2 94
荒川村

8 8 9 36 36 17 114
大野村 2 6 1 9
奥内村 13 12 2 27

4 5 5 9 8 1 32
新城村

1 16 14 65 30 2 1 129
高田村 2 32 1 35
滝内村 1 1

2 2
筒井町

6 1 3 15 4 3 32
1 23 20 23 15 36 1 119

野内村
2 3 15 11 22 1 54

浜館村
10 13 6 3 32

原別村 2 2
合計 14 125 115 216 187 98 11 4 770

〔註１〕簿冊の年代に幅があるばあいは、後ろの年代でもって処理をした。
〔註２〕荒川村のように数値が上下２段となっているものは、下段が支所に保管されていた簿冊の数を示す。
〔註３〕横内村にも簿冊が存在するが(いずれも横内支所)、成立年代が不明であるために本表には入れなかった。

（
本
庁
舎
）
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
そ
の
後
相
当
数
の
文
書

が
支
所
へ
戻
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
に
、
永
年
保
存
の
対
象
に
な

る
べ
き
文
書
の
多
く
が
支
所
の
方
へ
移
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

れ
ら
四
か
町
村
で
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
文
書
の
廃
棄
に
関
す
る
規
定
が
市
役
所

（
本
庁
舎
）
よ
り
も
厳
格
に
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
、
も
し
く
は
こ
れ
ら
の
地

域
は
住
民
の
権
利
等
を
保
証
す
る
上
で
文
書
を
遺
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
な

ど
の
、
地
域
固
有
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
⒜
の
ば
あ
い
も
、

本
来
は
⒝
と
お
な
じ
く
支
所
へ
文
書
が
移
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
支
所
に
お
い

て
す
べ
て
が
廃
棄
の
対
象
と
な
っ
た
か
、
も
し
く
は
何
ら
か
の
理
由
で
処
分
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
考
え
る
こ

と
に
し
よ
う
。
つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
⒜
か
ら
⒞
の
分
類
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
市
役
所

（
本
庁
舎
）
と
支
所
の
文
書
保
存
の
あ
り
方
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（

）
市
役
所
（
本
庁
舎
）
に
保
管
さ
れ
た
文
書

1
ま
ず
は
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）
に
遺
っ
て
い
た
文
書
が
極
端
に
少
な
い
東
岳
村

（
図
９
）・
原
別
村
（
図

）・
滝
内
村
（
図

）・
筒
井
町
（
村
）（
図

）
の
四
町

10

11

12

村
の
事
例
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
う
ち
、
合
併
時
に
は
二
八
八
冊
の
簿

冊
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
の
（
表
３
）
、
現
在
で
は
二
冊
し
か
確
認
で
き
な
い

（
表
１
）
原
別
村
に
関
し
て
、
村
制
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
編
ま
れ
た
記
念
誌
の
な

か
で
、

こ
こ
で
お
断
り
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
原
別
村
発
足
時
、
矢
田
前
に
置
か

れ
て
い
た
村
役
場
は
原
別
へ
移
っ
た
。
こ
の
期
間
が
長
期
に
わ
た
り
昭
和
二
十

五
年
ま
で
原
別
に
所
在
し
た
。
新
築
に
よ
り
袖
崎
へ
移
転
し
、
青
森
市
へ
合
併

－ 8 －



図９ 東岳村条例綴

図11 滝内村条例

図10 原別村村規則・規程と学校訴訟関係書類綴

図12 昭和24年筒井村会議録と昭和28･29年筒井町議会会議録

を
経
て
か
ら
支
所
は
平
新
田
森
越
へ
移
っ
た
。

そ
の
際
保
存
文
書
を
は
じ
め
重
要
永
久
文
書
ま
で
市
庁
舎
に
移
管
さ
れ
た
。

そ
の
後
文
書
課
は
廃
棄
し
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
村
の
歴
史
を
知
る
資
料
は
皆
無
で
、
僅
か
に
他
か
ら
求
め
、

ま
た
、
古
老
の
証
言
に
た
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
り
正
確
で
な
い
点
も

あ
る
と
思
う
。

（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

と
い
い
、
永
年
保
存
の
文
書
ま
で
移
管
さ
れ
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
さ

(
)

き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
書
の
引
き
継
ぎ
の
段
階
で
、
一
旦
文
書
は
す
べ
て
市
役
所

（
本
庁
舎
）
に
運
び
こ
ま
れ
る
が
、
そ
の
後
一
部
は
支
所
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
項
で
も
触
れ
る
が
、
支
所
に
移
さ
れ
る
の
は
主
と
し
て
戸
籍
関
係
と
土
地
台
帳
お

よ
び
予
算
書
と
い
っ
た
文
書
で
あ
る
。
原
別
村
で
は
、
た
と
え
ば
、
昭
和
二
五
年
か

ら
二
九
年
に
か
け
て
の
歳
入
・
歳
出
の
簿
冊
が
計
一
〇
冊
ほ
ど
引
き
継
が
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
ら
は
支
所
の
方
に
移
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
現
在
確
認
で
き
る
の
は
図

の
二
冊
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
は

10

保
存
年
限
に
し
た
が
っ
て
す
べ
て
廃
棄
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
た
だ
、

一
方
で
は
地
域
の
歩
み
を
記
そ
う
と
す
る
際
に
行
政
文
書
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
点
も
注
目
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
青
森
市
の
文
書
編
さ
ん
保
存
規
定
に
よ
れ
ば

（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
規
定
第
五
号
）
、
永
年
保
存
文
書
に
属
す
る
文
書
に
は

(
)

「
市
史
の
資
料
と
な
る
重
要
文
書
」
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
市

史
の
資
料
と
な
る
重
要
文
書
」
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
文
書
を
い
う
の
か
は
知
ら

な
い
が
、
「
市
史
の
資
料
」
と
な
り
得
べ
き
文
書
は
、
あ
る
意
味
で
は
市
民
の
共
有

財
産
で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
保
存
す
べ
き
文
書
は
、
し
っ
か
り
保
存

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

(
)

－ 9 －
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さ
て
、
こ
れ
ら
四
町
村
の
ば
あ
い
、
図

の
筒
井
町
（
村
）
の
ケ
ー
ス
を
除
く
と
、

12

い
ず
れ
の
綴
り
も
「
永
年
保
存
」
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
も
ち
ろ

ん
、
現
在
の
文
書
編
さ
ん
保
存
規
定
を
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

(
)

の
の
、
試
み
に
こ
れ
を
参
考
に
し
て
み
る
と
、
永
年
保
存
文
書
の
対
象
と
な
る
「
条

例
、
規
則
、
規
程
等
に
関
す
る
文
書
」
お
よ
び
「
訴
訟
及
び
不
服
申
立
て
に
関
す
る

文
書
」
の
範
疇
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
表
紙
は
い
ず
れ

も
旧
村
の
も
の
で
は
な
く
、
合
併
後
に
青
森
市
の
様
式
に
よ
る
表
紙
を
付
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
条
例
・
規
則
な
ど
の
簿
冊
は
、
そ
の
重
要
性
が
認
め

ら
れ
、
再
装
幀
さ
れ
て
市
役
所
（
本
庁
舎
）
で
保
存
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
な
お
、
さ
き
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
合
併
後
旧
町
村
の
簿
冊
の
再
装
幀
に
は
、

二
冊
の
綴
り
を
一
つ
に
合
綴
す
る
ば
あ
い
な
ど
も
あ
る
。

一
方
、
筒
井
町
（
村
）
の
「
会
議
録
」
の
ば
あ
い
、
こ
れ
も
「
市
議
会
の
議
事
録
、

決
議
書
等
重
要
文
書
」
と
い
っ
て
、
永
年
保
存
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
重
要
文
書
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
荒
川
村
の
会
議
録
・
議
決
書
は
、
ほ
ぼ
市
役
所

（
本
庁
舎
）
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
各
町
村
議
会
の
議
事
録
・
決
議
書

は
一
括
し
て
市
役
所
（
本
庁
舎
）
で
一
括
し
て
保
管
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
ど
う

も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
新
城
村
で
は
市
役
所
（
本
庁
舎
）
と

支
所
の
両
方
で
保
管
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
議
会
関
係
の
議
事
録
・
議
決
書
は
、
市

役
所
（
本
庁
舎
）
と
支
所
の
い
ず
れ
か
に
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
保
管
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
支
所
に
移
さ
れ
た
こ
れ
ら
議
会
関
係
の
文
書

は
、
実
は
さ
き
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
三
氏
の
よ
う
な
人
た
ち
の
手
に
渡
っ
た
文
書
の
中
に

多
く
み
ら
れ
る
。
支
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
相
当
量
廃
棄
し
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）
で
保
管
し
て
い
た
文
書
は
、
印
鑑
証
明
に

関
わ
る
文
書
（
奥
内
村
）
や
職
員
台
帳
（
高
田
村
）
と
い
っ
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る

が
、
お
お
む
ね
法
制
関
係
（
規
則
や
例
規
類
）
と
会
議
録
・
議
決
書
が
保
管
の
対
象

と
な
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（

）
支
所
に
保
管
さ
れ
た
文
書

2
つ
ぎ
に
、
支
所
で
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
に
つ
い
て
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）
で
の
保
管
文
書
が
な
い
浜
館
村
（
表
６
）
を
手
が
か
り

に
し
て
み
る
と
、
お
お
む
ね
戸
籍
と
土
地
台
帳
類
が
支
所
で
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
し
か
も
、
永
年
保
存
文
書
の
み
な
ら
ず
、
支
所
で
作
成
し
た
簿
冊
で

三
年
保
存
と
な
っ
て
い
る
、
昭
和
四
九
年
の
「
戸
籍
日
記
（
戸
籍
発
収
簿
）
」（
図

）
13

が
廃
棄
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
遺
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
旧
村
時
代
に
す
で
に
保
管
年

限
を
過
ぎ
て
い
る
文
書
も
そ
の
ま

ま
遺
さ
れ
て
お
り
（
図

）
、
支

14

所
に
お
け
る
文
書
管
理
の
お
お
ら

か
さ
を
こ
こ
か
ら
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。

ま
た
、
新
城
村
の
ば
あ
い
も
、

浜
館
村
と
お
な
じ
く
戸
籍
と
土
地

関
係
の
簿
冊
が
多
い
。
一
方
、
荒

川
村
の
ば
あ
い
を
み
て
み
る
と
、

土
地
関
係
が
目
に
つ
く
が
、
旧
村

時
代
の
兵
事
関
係
と
予
算
書
が
こ

(
)

れ
に
加
え
ら
れ
る
。
筒
井
村
や
野

図13 昭和49年戸籍日記（浜館支所）
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表６ 浜館支所旧蔵簿冊一覧

番号 区分 標題 成立年 作成 数量 形状 備考

浜館 12 支所 戸籍訓令通牒綴 大正7年～昭和22年 浜館村役場 1 綴

浜館 4 支所 戸籍受付帳 昭和14年～昭和21年 浜館村役場 1 綴 5年保存

浜館 5 支所 戸籍受付帳 昭和22年～昭和23年 浜館村役場 1 綴 5年保存

浜館 7 支所 戸籍受附帳 昭和24年1月～昭和24年12月 浜館村役場 1 綴

浜館 1 支所 25年経過戸籍副本送付簿 昭和24年11月～昭和29年12月 浜館村役場 1 綴

浜館 17 支所 戸籍に関する訓令通達綴 昭和25年～昭和27年 浜館村役場 1 綴 永年保存

浜館 9 支所 戸籍受付簿 昭和26年 浜館村役場 1 綴 5年保存

浜館 10 支所 戸籍受付簿 昭和27年 浜館村役場 1 綴 5年保存

浜館 11 支所 戸籍受附帳 昭和28年度 浜館村役場 1 綴

浜館 18 支所 戸籍に関する訓令通達綴 昭和28年～昭和30年 浜館村役場 1 綴 永年保存

浜館 6 支所 戸籍受付帳 昭和29年 浜館村役場 1 綴

浜館 15 支所 戸籍に関する往復書簡綴 昭和29年度(～昭和30年1月14日) 浜館村役場 1 綴

浜館 29 支所 戸籍發収簿 昭和29年度(～昭和30年1月14日) 浜館村役場 1 綴

浜館 33 支所 除籍副本送付簿 昭和29年度(～昭和30年1月14日) 浜館村役場 1 綴

浜館 38 支所 農地法進達書類綴 昭和30年1月15日 1 綴 浜舘地区農業委員会

浜館 36 支所 土地台帳(大字駒込字南駒込山) 昭和31年10月26日 浜館村役場 1 綴

浜館 35 支所 土地台帳(大字駒込字北駒込山) 昭和31年10月27日 浜館村役場 1 綴

浜館 19 支所 戸籍に関する訓令通達綴 昭和31年以降 浜舘支所 1 綴

浜館 2 支所 旧戸籍関係綴 昭和32年～昭和33年 青森市役所浜舘支所 1 綴 永久

浜館 14 支所 戸籍統計書類綴 昭和33年 浜舘支所 1 綴

浜館 31 支所 省令第27号第4条5条戸籍 昭和33年 青森市役所浜舘支所 1 綴

浜館 37 支所 土地名寄帳 昭和34年～ 青森市役所 1 綴

浜館 20 支所 戸籍に関する訓令通達綴 昭和36年以降 浜舘支所 1 綴 永久

浜館 40 支所 霊園誘致陳情関係綴 昭和42年1月 浜舘支所事務局 1 綴 （二）

浜館 13 支所 戸籍広報 昭和42年～昭和48年 浜舘支所 1 綴

浜館 22 支所 戸籍発収簿 昭和46年 浜舘支所 1 綴

浜館 23 支所 戸籍発収簿 昭和47年 青森市役所浜舘支所 1 綴

浜館 24 支所 戸籍発収簿 昭和48年 青森市役所浜舘支所 1 綴

浜館 30 支所 戸籍発収簿(戸籍日記) 昭和49年 青森市役所浜舘支所 1 綴 保存年限3年

浜館 25 支所 戸籍発収簿 昭和50年～昭和52年 浜舘支所 1 綴

浜館 26 支所 戸籍発収簿 昭和53年～昭和54年 浜舘支所 1 綴

浜館 27 支所 戸籍発収簿 昭和55年 浜舘支所 1 綴



内
村
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら

三
か
村
と
ほ
ぼ
お
な
じ
傾
向

が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

支
所
に
関
し
て
は
、
前
項
で

も
述
べ
た
会
議
録
・
議
決
書

の
ほ
か
に
は
戸
籍
と
土
地
関

係
、
さ
ら
に
は
徴
兵
名
簿
な

ど
の
兵
事
に
関
わ
る
簿
冊
や

予
算
書
が
多
く
保
管
さ
れ
、

総
じ
て
民
生
に
関
わ
る
簿
冊
、

地
域
住
民
の
生
活
・
権
利
な

ど
に
直
結
す
る
よ
う
な
文
書

が
支
所
に
保
管
さ
れ
た
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
、
荒
川
・
野
内
村

な
ど
で
み
ら
れ
る
兵
事
関
係
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
〇
年
の
敗
戦
後
、
焼
却

処
分
に
さ
れ
な
い
ま
ま
役
場
に
遺
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

廃
棄
さ
れ
な
か
っ
た
兵
事
関
係
の
文
書
は
、
合
併
時
の
引
き
継
ぎ
文
書
の
中
に
は
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
は
ず
も
な
く
、
役
場
か
ら
支
所
に
移
行
す
る
な
か
で
そ
の
ま
ま

遺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
荒
川
村
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
支
所
に
遺
さ
れ
た
文
書
が
非
常
に
多
く
な
っ
た
の
は
、
合
併
時
の

引
き
継
ぎ
文
書
と
し
て
は
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ず
に
（
ま
た
は
で
き
な
か
っ
た
）、

し
か
も
廃
棄
処
分
も
さ
れ
ず
支
所
に
保
管
さ
れ
続
け
た
文
書
が
一
定
程
度
あ
っ
た
と

図14 戸籍受付簿（浜館村役場）

い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
。

(
)

ま
た
、
支
所
に
お
い
て
は
、
廃
棄
年
限
が
過
ぎ
て
も
保
管
し
続
け
る
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
、
廃
棄
さ
れ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
貴
重
な
文
書
を
現
在
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（

）
支
所
に
お
け
る
文
書
の
「
廃
棄
」

3
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
県
庁
移
転
か
ら
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
七
月
の

青
森
空
襲
ま
で
を
扱
っ
た
、
既
刊
『
新
青
森
市
史
』
資
料
編

近
代
（

）
と
同
資

6

1

料
編

近
代
（

）
の
二
冊
に
掲
載
さ
れ
た
史
料
は
、
グ
ラ
フ
１
に
み
え
る
よ
う
に

7

2

「
町
村
文
書
」
が
二
三
％
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
町
村
文
書
」
の
町
村
別
の

内
訳
を
グ
ラ
フ
２
か
ら

み
て
み
る
と
、
奥
内
村

の
行
政
文
書
が
実
に
五

一
％
を
占
め
、
こ
れ
に

二
八
％
の
油
川
町
（
村
）、

十
四
％
の
荒
川
村
が
続

く
。
奥
内
村
の
文
書
が

突
出
し
て
い
る
の
は
、

一
つ
に
は
文
書
の
整
理

と
調
査
が
も
っ
と
も
よ

く
行
わ
れ
た
こ
と
に
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
に
応
え

得
る
だ
け
の
史
料
的
な

グラフ１ 『新青森市史』資料編近代掲載資料の構成比

東津軽郡役所文書

6%

町村文書

23%

その他の行政文書

4%

東奥日報

20%

東奥年鑑･青森県総覧

4%

その他の新聞

1%

その他

42%

－ 12 －



面
で
の
質
の
高
さ
が
あ
っ
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
『
新
青
森
市

史
』
以
外
の
個
別
研
究
に
お
い

て
は
、
た
と
え
ば
、
中
園
美
穂

「
役
場
文
書
に
見
る
戦
時
教
育

行
政
―
学
校
動
員
の
実
態
を
探

る
―
」
に
お
い
て
、
分
析
に
必

要
と
す
る
「
役
場
文
書
」
を

「
青
森
市
史
編
さ
ん
室
に
保
管

さ
れ
て
い
る
旧
奥
内
村
（
現
青

森
市
）
の
『
学
事
関
係
綴
』
を

中
心
に
」
と
い
う
よ
う
に
、
奥

内
村
の
行
政
文
書
に
求
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
奥
内
村
の
行
政
文
書
の

(
)

史
料
的
価
値
が
う
か
が
わ
れ
る
。

さ
て
、
表
１
に
あ
る
よ
う
に
、
編
さ
ん
室
で
は
奥
内
村
の
文
書
を
三
八
五
点
保
管

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
市
役
所
（
本
庁
舎
）
に
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
は
わ
ず
か
二

七
点
で
、
全
体
の
七
％
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
文
書
の
リ
ス
ト

と
突
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
一
致
す
る
の
は
昭
和
二
五
年
以
降
（
も
し
く
は
昭
和
二

六
年
以
降
）
の
瀬
戸
子
・
飛
鳥
・
西
田
沢
の
「
印
鑑
簿
」
だ
け
で
あ
る
。
残
り
の
二

六
点
（
「
印
鑑
」
二
五
点
〈
大
正
三
年－

昭
和
十
一
年
〉
・
「
印
鑑
簿
」
一
点
）
は
、

引
き
継
ぎ
文
書
の
中
に
す
ら
み
え
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
引
き
継
ぎ
文
書
の
リ
ス
ト
を
み
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た

グラフ２ 町村文書の町村別構成比

51%

1%

14%

2%
2%

0%
2%

28%

奥内村

後潟村

荒川村

新城村

大野村

筒井町

野内村

油川油川町

傾
向
か
ら
い
え
ば
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）
に
保
管
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
大

正
三
年
以
降
の
「
条
例
・
例
規
綴
」
と
、
大
正
二
年
か
ら
昭
和
十
七
年
に
至
る
「
例

規
認
可
申
請
書
」
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
表
４
に
あ
る
よ
う
に
、
文
書

が
遺
さ
れ
る
の
は
合
併
直
前
の
昭
和
二
〇
年
代
が
多
い
と
い
う
傾
向
か
ら
、
こ
れ
ら

大
正
か
ら
戦
前
期
の
も
の
は
、
そ
の
後
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
、
支

所
に
移
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
、
戸
籍
関
係
（
戸
籍
簿
・
除
籍
簿
・
身
分
登

記
簿
・
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
引
き
継
ぎ
後
、

支
所
に
移
さ
れ
た
後
に
廃
棄
処
分
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
議
会
関
係
で

は
、
会
議
録
（
明
治
二
二
年
か
ら
同
二
九
年
ま
で
）
が
四
九
冊
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
、
時
期
的
な
こ
と
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
か
。

た
だ
し
、
表
１
に
み
え
る
よ
う
に
、
奥
内
村
の
行
政
文
書
は
市
役
所
（
本
庁
舎
）

に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
は
全
体
か
ら
み
る
と
極
め
て
少
な
く
、
む
し
ろ
Ａ
・
Ｃ
二

氏
の
も
と
に
あ
っ
た
も
の
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

た
と
え
ば
、
会
議
録
・
議
決
書
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
氏
の
も
と
に
あ
っ
た
文
書
の
中
か

ら
七
〇
件
以
上
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
引
き
継
ぎ
文
書
の
中
に

あ
る
年
代
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
（
引
き
継
が
れ
た
文
書
の
年
代
は
、
町
村
制

施
行
後
の
明
治
二
二
年
以
降
）、
明
治
十
六
年
か
ら
昭
和
二
九
年
ま
で
と
幅
が
広
く
、

こ
れ
ら
は
文
書
の
引
き
継
ぎ
後
の
文
書
廃
棄
に
関
わ
っ
て
Ｃ
氏
の
手
に
渡
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
引
き
継
ぎ
文
書
の
リ
ス
ト
に
搭
載
さ
れ
な
か
っ
た
文
書
、

す
な
わ
ち
、
合
併
に
と
も
な
っ
て
廃
棄
の
対
象
と
な
っ
た
文
書
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｃ
氏
は
奥
内
村
の
書
記
役
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

文
書
が
廃
棄
さ
れ
る
直
前
に
手
に
入
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
さ
き
に
紹
介
し
た
中
園
氏
の
論
考
が
拠
っ
た
奥
内
村
の
「
学
事
関
係
綴
」

－ 13 －
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は
、
Ａ
氏
の
も
と
に
あ
っ
た
文
書
の
中
に
多
く
み
ら
れ
る
（
明
治
二
四
年
か
ら
昭
和

十
八
年
ま
で
十
三
冊
）
。
こ
の
ほ
か
Ａ
氏
の
手
も
と
に
あ
っ
た
の
は
、
明
治
八
年
か

ら
昭
和
三
〇
年
ま
で
の
文
書
で
、
こ
れ
も
Ｃ
氏
の
ば
あ
い
と
お
な
じ
よ
う
に
、
合
併

直
前
に
廃
棄
さ
れ
る
文
書
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
く
に
戦
前
・
戦
中
の
教
育
に
か
ん

す
る
「
学
事
関
係
綴
」
な
ど
は
、
戦
後
に
大
き
く
変
わ
っ
た
教
育
制
度
の
も
と
で
は

引
き
継
ぎ
の
対
象
外
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
『
新
青
森
市
史
』
を
は
じ
め
、
青
森
市
域
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
近
代
史
研
究
の
深
化
は
、
こ
の
奥
内
村
の
事
例
の
よ
う
に
廃
棄
文
書
が

遺
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
前
項
で
紹
介
し
た
荒
川
村
の
よ
う
に
、
引
き
継
ぎ
も
廃
棄
も

さ
れ
ず
に
支
所
に
遺
っ
た
文
書
、
さ
ら
に
は
、
浜
館
村
の
よ
う
に
保
存
年
限
を
過
ぎ

た
文
書
を
廃
棄
し
な
か
っ
た
た
め
に
遺
っ
た
文
書
、
こ
う
い
っ
た
も
の
に
よ
っ
て
あ

る
意
味
で
は
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
紙
一
重
と
で
も
い
う
べ
き
偶

然
と
い
え
よ
う
か
。

つ
ぎ
に
、
後
潟
村
の
事
例
を
一
つ
あ
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
図

は
簿
冊
の
表
紙

15
に
よ
る
作
成
年
代
は

昭
和
二
七
年
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
表

紙
は
青
森
市
の
様
式

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

所
管
が
「
青
森
市
役

所
後
潟
支
所
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
明
ら

か
に
昭
和
三
一
年
の

図15-① 合併後青森市によって付された表紙

合
併
以
降
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
図

－

①
）
。
こ
の
簿
冊
は
、
旧
村
で
作
成

15

し
た
二
冊
の
簿
冊
を
（
図

－

②
）
再
装
幀
し
て
一
冊
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

15

て
、
表
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
簿
冊
は
「
永
年
保
存
文
書
」
で
あ
る
。
表
１
に
あ

る
よ
う
に
、
後
潟
村
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
Ａ
氏
の
も
と
に
あ
っ
た
も
の
が
五
三
点

あ
り
、
図

も
そ
の
な
か
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
五
三
点
の
う
ち
に
は
、
旧
村
時
代

15

の
会
議
録
・
議
決
書
と
い
っ
た
議
会
関
係
の
も
の
が
二
八
冊
あ
り
、
図

の
よ
う
に

15

二
冊
、
三
冊
づ
つ
合
併
後
に
再
装
幀
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
議
会

関
係
の
簿
冊
は
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）
も
し
く
は
支
所
で
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
図

の
よ
う
に
所
管
が
支
所
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
こ
の
ほ
か
に
は
支
所

15

で
保
管
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
土
地
登
記
に
関
す
る
簿
冊
も
い
く
つ
か
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
Ａ
氏
の
手
に

あ
っ
た
こ
れ
ら
の
簿
冊
は
、

い
ず
れ
も
後
潟
支
所
で
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

理
屈
か
ら
い
え
ば
、
後
潟

支
所
で
「
永
年
保
存
文
書
」

を
含
む
こ
れ
ら
の
文
書
を

廃
棄
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
が
Ａ
氏
の
手
に
渡
る

こ
と
に
よ
り
焚
書
の
難
を

の
が
れ
た
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か
。

図15-② 旧村時代の表紙（これら２冊が合綴された）
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さ
ら
に
、
筒
井
村
に
お
い
て
も
、
Ａ
氏
の
手
に
あ
っ
た
文
書
は
軍
人
名
簿
で
あ
る

と
か
、
村
の
歳
出
簿
な
ど
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
支
所
で
保
管
さ
れ
て

い
た
文
書
で
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
み
た
と
き
、
目
下
の
と
こ
ろ
市
役

所
（
本
庁
舎
）
で
廃
棄
と
な
っ
た
旧
町
村
か
ら
の
引
き
継
ぎ
文
書
は
、
少
な
く
と
も

編
さ
ん
室
で
保
管
す
る
「
町
村
文
書
」
に
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
一
方
、
支
所
に
移
さ
れ
た
文
書
が
廃
棄
の
対
象
と
な
っ
た
と
き
、
こ
れ
ら
が
Ａ

氏
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
取
ら
れ
、
現
在
編
さ
ん
室
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

と
く
に
、
議
会
関
係
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
支
所
で
は
町
村
合
併
以
前
と
な
る
昭

和
二
〇
年
代
以
前
の
も
の
は
、
後
潟
村
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
合
併
後
に
廃
棄

と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
市
役
所
（
本
庁
舎
）
で
は
ど
の
程
度
廃
棄
さ
れ
た
の
か
は
分

か
ら
な
い
が
（
町
村
に
よ
っ
て
か
な
り
の
偏
差
が
あ
る
）
、
支
所
の
ば
あ
い
、
一
部

で
は
あ
ろ
う
が
個
人
の
方
の
手
に
渡
る
こ
と
で
、
水
際
で
焚
書
の
難
を
の
が
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

（

）
油
川
支
所
で
の
「
東
津
軽
郡
役
所
文
書
」
の
発
見

4
小
稿
は
、
「
昭
和
の
大
合
併
」
で
青
森
市
と
合
併
し
た
旧
町
村
の
引
き
継
ぎ
文
書

の
リ
ス
ト
に
注
目
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
き
た
の
で
、
そ
れ
以
前
に
合
併
を
し
た

油
川
町
を
対
象
と
は
し
て
こ
な
か
っ
た
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
油
川
町
と
の
合

併
の
際
に
お
け
る
「
事
務
引
継
書
」
が
現
在
確
認
で
き
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
文

書
が
青
森
市
と
の
間
で
引
き
継
が
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、

推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
の
、
編
さ
ん
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
油
川
町
の
行
政
文
書

の
履
歴
に
つ
い
て
、
一
応
の
見
通
し
を
示
し
て
お
き
た
い
。

表
１
に
み
え
る
よ
う
に
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）
に
保
管
さ
れ
て
き
た
文
書
は
五
六

冊
あ
り
、
こ
の
う
ち
四
三
冊
が
議
会
関
係
（
明
治
二
八
年－

昭
和
六
年
）
の
文
書
で

あ
り
相
対
的
に
最
も
多
い
。
議
会
関
係
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
保
存
し
よ
う
と
い

う
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
支
所
に
つ
い
て
は
一
冊
も
な
く
、
Ａ
・
Ｂ

両
氏
の
も
と
に
三
五
〇
冊
余
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
支
所
の
文
書
保
存
に
関
し
て
、

地
元
新
聞
『
東
奥
日
報
』
（
昭
和
四
三
年
九
月
十
三
日
付
）
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事

が
み
え
る
（
な
お
、
行
論
上
、
Ａ
氏
の
実
名
は
伏
せ
字
と
し
た
）。

〝
国
有
林
返
せ
〟
の
記
録
も

青
森
市

油

川

県
の
訓
令
な
ど
そ
っ
く
り

〝
幻
の
文
書
〟
と
い
わ
れ
て
い
た
東
津
軽
郡
役
所
の
書
類
が
こ
の
ほ
ど
青
森
市

役
所
油
川
支
所
の
書
庫
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
行
政
・
教
育
・
兵
事
・
県
の
令
達

・
郡
会
議
な
ど
郡
役
所
時
代
の
書
類
大
部
分
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
県
史
編
さ

ん
・
市
教
育
史
に
も
貴
重
な
資
料
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
関
係
者
は
語
っ
て

い
る
。

郡
制
が
敷
か
れ
た
の
は
明
治
十
一
年
十
月
三
十
日
。
東
・
西
・
中
・
南
・
北

の
五
津
軽
郡
と
、
上
北
・
下
北
・
三
戸
の
計
八
ヵ
所
に
郡
役
所
が
置
か
れ
、
郡

内
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
。
東
津
軽
郡
役
所
は
当
時
、
青
森
市
に
置
か

れ
現
在
の
東
奥
日
報
社
向
か
い
に
あ
っ
た
。
郡
役
所
は
県
と
市
町
村
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
の
役
目
で
あ
る
が
郡
長
・
郡
会
議
員
・
参
事
な
ど
が
お
り
、
現
在
の
市

町
村
と
同
じ
よ
う
な
形
態
で
、
参
事
は
い
わ
ば
郡
内
政
治
の
執
行
機
関
。
し
か

し
県
と
町
村
を
連
絡
す
る
と
は
い
え
、
屋
上
屋
を
重
ね
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
た

め
大
正
十
年
に
郡
政
廃
止
が
決
ま
り
、
同
十
四
年
郡
役
所
が
廃
止
さ
れ
た
。

(

マ
マ)
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こ
の
時
、
郡
役
所
の
書
類
が
ど
こ
へ
行
っ
た
か
不
明
と
な
り
、
東
郡
の
行
政

な
ど
に
つ
い
て
は
空
白
の
ま
ま
、
現
在
ま
で
経
過
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
市
で
た

ま
た
ま
支
所
の
古
文
書
を
整
理
、
不
必
要
な
も
の
は
廃
棄
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
油
川
支
所
の
書
庫
を
整
理
し
て
い
る
う
ち
に
、
書
庫
の
奥
深
く
、
ほ

こ
り
を
か
ぶ
っ
た
問
題
の
郡
役
所
書
類
が
み
つ
か
っ
た
。
市
史
編
さ
ん
を
し
て

い
る
Ａ
さ
ん
に
連
絡
、
さ
っ
そ
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
郡
会
の
予
算
決
算
を
は
じ

め
と
し
た
行
政
面
の
資
料
や
、
教
育
・
兵
事
・
県
か
ら
町
へ
あ
て
た
令
達
書
・

郡
会
決
議
・
郡
参
事
会
決
議
・
庶
務
関
係
な
ど
大
部
分
の
書
類
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

こ
れ
ら
資
料
の
中
に
は
、
明
治
初
期
に
山
林
が
国
有
に
な
っ
た
が
、
後
に
町

村
か
ら
下
げ
戻
し
し
て
ほ
し
い
と
申
請
し
た
書
類
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
旧
藩

時
代
、
山
は
藩
の
も
の
だ
が
木
は
成
木
に
な
る
と
官
民
半
分
ず
つ
分
け
た
貢
山

あ
る
い
は
か
か
え
山
と
い
っ
た
制
度
で
あ
っ
た
が
、
国
有
地
に
な
っ
て
か
ら
は

木
を
切
る
と
厳
罰
に
処
さ
れ
た
た
め
、
住
民
か
ら
「
旧
藩
時
代
と
同
様
、
山
を

利
用
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
話
が
違
う
。
も
と
の
通
り
に
戻
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
申
請
で
、
当
時
各
地
で
運
動
が
起
こ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

記
録
が
な
い
た
め
実
証
で
き
ず
に
い
た
も
の
。

ま
た
明
治
三
十
三
年
、
青
森
歩
兵
第
五
連
隊
が
八
甲
田
山
で
ほ
と
ん
ど
全
員

遭
難
の
悲
劇
が
起
き
た
際
、
東
郡
の
各
町
村
か
ら
救
援
隊
を
繰
り
出
し
た
こ
と

や
、
出
動
し
た
人
夫
た
ち
の
賃
金
・
夜
勤
手
当
て
の
額
、
さ
ら
に
時
の
天
城
郡

長
か
ら
奥
内
村
に
出
し
た
「
捜
査
に
は
大
変
苦
労
を
か
け
た
の
で
、
知
事
か
ら

酒
料
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
て
は
郡
役
所
ま
で
取
り
に
来
て
ほ
し

い
」
「
人
夫
・
吏
員
で
捜
査
の
際
に
凍
傷
に
か
か
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
ら
報
告

し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
文
書
も
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
陸
奥
湾
沿
岸
の
水
産
物
に
関
す
る
権
利
、
県
立
図
書
館
に
も
な

い
県
の
訓
令
・
通
達
や
、
教
員
異
動
と
か
、
教
員
の
行
動
を
め
ぐ
っ
て
免
職
を

要
請
し
た
郡
役
所
と
事
実
無
根
と
す
る
地
域
住
民
と
本
人
の
上
申
書
な
ど
「
秘

密
書
類
」
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
油
川
に
こ
の
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
Ａ
さ
ん
は
「
青
森

市
が
市
制
を
敷
い
た
あ
と
、
郡
内
で
最
も
有
力
な
町
は
油
川
町
だ
っ
た
の
で
郡

役
所
廃
止
の
さ
い
保
管
を
委
託
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
以
来
、
現
在
ま
で

未
整
理
の
ま
ま
書
庫
に
眠
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
青
森
市
が
町
時
代

の
と
き
の
書
類
も
多
数
残
っ
て
い
る
」
と
語
り
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
調
べ
て
い
な

い
が
、
東
郡
の
町
村
の
古
い
時
代
の
実
態
を
つ
か
む
貴
重
な
資
料
で
あ
り
郡
制

時
代
の
空
白
を
埋
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
県
史
編
さ
ん
や
、
東
郡
市
町
村
史
・

教
育
史
編
さ
ん
に
も
新
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
喜
ん
で
い

る
。

（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

こ
の
記
事
は
、
「
東
津
軽
郡
役
所
文
書
」
が
油
川
支
所
の
書
庫
か
ら
発
見
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
な
ぜ

油
川
支
所
に
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
の
Ａ
氏
の
コ
メ
ン
ト
に
は
一
考
の

余
地
が
あ
ろ
う
。

(
)

む
し
ろ
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
と
き
市
が
支
所
で
文
書
整
理
を
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
こ
の
文
書
整
理
に
関
連
し
て
、
Ａ

・
Ｂ
両
氏
が
支
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た
行
政
文
書
を
目
に
し
、
手
に
入
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
Ａ
氏
は
右
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
市
史
編
さ
ん
に
関
わ
っ
て
お
り
、

Ｂ
氏
も
油
川
地
区
在
住
の
郷
土
史
研
究
者
で
あ
り
、
支
所
の
文
書
整
理
と
接
点
を
持
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っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
、
「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
編
さ
ん
室
で
は
約
一
七
〇
点
の
「
東
津
軽
郡
役
所
文
書
」
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
Ａ
・
Ｂ
氏
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
支

所
の
行
政
文
書
お
よ
び
「
東
津
軽
郡
役
所
文
書
」
と
Ａ
・
Ｂ
両
氏
と
の
関
わ
り
は
、

こ
の
時
期
の
一
連
の
で
き
ご
と
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
Ａ
・
Ｂ
両
氏
の
手
に
渡
っ
た
文
書
の
傾
向
は
、
Ａ
氏
は
土
地
関
係
の
も
の

が
多
く
、
Ｂ
氏
は
学
事
と
宗
教
関
係
の
も
の
が
目
に
つ
く
。
こ
こ
か
ら
、
廃
棄
と
な

っ
た
支
所
の
文
書
を
二
人
が
一
括
し
て
引
き
取
り
、
両
者
の
間
で
そ
れ
ぞ
れ
選
別
し
、

所
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
学

事
関
係
の
文
書
に
つ
い
て
、
奥
内
村
で
は
合
併
直
前
に
廃
棄
の
対
象
と
な
っ
て
い
た

が
、
油
川
町
の
ば
あ
い
昭
和
十
四
年
の
合
併
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
時
そ
の
ま

ま
青
森
市
に
引
き
継
が
れ
、
こ
の
時
点
ま
で
処
分
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一

方
、
議
会
関
係
の
文
書
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
油

川
町
が
合
併
し
た
段
階
で
は
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）
の
方
で
の
保
管
す
る
と
い
う
方

針
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
昭
和
四
三
年
当
時
、
市
が
支
所
の
文
書
の

整
理
を
行
っ
た
の
は
ひ
と
り
油
川
支
所
だ
け
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
支
所
の
文
書

の
保
存
・
廃
棄
と
い
っ
た
点
か
ら
い
う
と
、
関
心
を
持
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後

の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

む
す
び
に
か
え
て

―
編
さ
ん
室
に
所
蔵
さ
れ
た
行
政
文
書
の
履
歴
―

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
（
図
16

参
照
）
。
ま
ず
、
青
森
市
と
合
併
す
る
こ
と
と
な
っ
た
町
村
で
は
、
事
務
引
き
継
ぎ

の
た
め
の
準
備
に
と
り
か
か
り
、
そ
の
中
で
引
き
継
ぎ
の
対
象
と
な
る
文
書
の
選
別

が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
文
書
に
関
し
て
は
文
書
の
リ
ス

ト
が
作
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
昭
和
の
大
合
併
」
に
際
し
て
は
、
一
般
行
政
文
書

（
町
村
長
事
務
部
局
）
の
ほ
か
に
、
教
育
委
員
会
・
選
挙
管
理
委
員
会
で
も
お
な
じ

よ
う
な
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
る
。

一
方
、
選
別
の
結
果
、
廃
棄
の
対
象
と
な
る
文
書
は
そ
の
時
点
で
処
分
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
引
き
継
ぎ
と
な
っ
た
文
書
は
昭
和
二
〇
年
代
（
野
内
村
の
ば
あ
い
は
昭

和
三
〇
年
代
）
の
割
合
が
極
め
て
多
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
一
〇
年
代
以
前
（
野
内
村

の
ば
あ
い
は
昭
和
二
〇
年
代
以
前
）
の
文
書
が
主
た
る
廃
棄
の
対
象
と
な
っ
た
も
の

図16 「町村文書」の履歴－想定図－
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と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
際
、
戦
前
期
の
学
事
関
係
の
文
書
の
よ
う
に
、
戦
後
に

大
き
く
そ
の
あ
り
方
が
激
変
し
た
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
廃
棄
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
奥
内
村
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
点
で
廃
棄
文
書
が

個
人
の
手
に
渡
り
、
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
市
役
所
庁
舎
内
で
と
町
村
と
の
間
で
文
書
の
引
き
継
ぎ
が
終
わ
る
と
、
市

役
所
（
本
庁
舎
）
に
そ
の
ま
ま
遺
し
保
管
す
る
文
書
と
、
支
所
の
方
へ
移
す
文
書
と

に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
、
市
役
所
（
本
庁
舎
）
に
保
管
さ
れ
る
の
は
、
条
例
・

例
規
と
い
っ
た
各
町
村
の
行
政
の
枠
組
み
を
定
め
た
も
の
が
主
体
で
あ
っ
た
。
一
方
、

支
所
に
移
さ
れ
る
の
は
戸
籍
関
係
・
土
地
台
帳
関
係
な
ど
住
民
生
活
に
直
結
す
る
よ

う
な
文
書
で
あ
っ
た
。
議
会
関
係
の
会
議
録
・
議
決
書
な
ど
は
、
市
庁
舎
（
本
庁

舎
）
と
支
所
両
方
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
個
々
の
文
書
は
そ
の
ま

ま
の
状
態
で
保
管
さ
れ
る
と
い
う
訳
で
な
く
、
新
た
に
青
森
市
の
様
式
の
表
紙
に
付

け
替
え
ら
れ
た
り
、
二
冊
、
三
冊
を
合
綴
し
て
保
管
す
る
ば
あ
い
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
引
き
継
が
れ
た
文
書
は
、
青
森
市
の
文
書
保
存
規
程
に
し
た
が
っ
て
保

存
さ
れ
、
保
存
期
間
が
経
過
す
る
と
廃
棄
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
と
き
、
支
所
に
保

管
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
と
な
っ
た
際
に
や
は
り
個
人
の
手
に
渡
る
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
。
さ
き
の
合
併
以
前
に
廃
棄
さ
れ
た
奥
内
村
の
事
例
を
含
め
、
こ
う
し

て
個
人
の
方
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
た
文
書
は
、
編
さ
ん
室
で
所
蔵
す
る
「
町
村
文

書
」
の
半
数
以
上
に
の
ぼ
る
。
つ
ま
り
、
「
町
村
文
書
」
の
半
数
は
「
廃
棄
文
書
」

な
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
村
で
は
、
戦
争
の
終
結
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
合
併
の
際

の
選
別
で
廃
棄
と
な
る
は
ず
の
文
書
が
、
そ
の
ま
ま
支
所
で
保
管
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
。
と
く
に
前
者
に
つ
い
て
は
、
合
併
の
際
に
お
い
て
は
、
選
別
の
対
象
に
す

ら
な
ら
な
か
っ
た
（
で
き
な
か
っ
た
）
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
偶
然
な
の
か
、

旧
村
側
で
意
図
的
に
行
っ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
う
し

た
文
書
に
お
い
て
も
そ
の
後
、
廃
棄
の
対
象
と
な
る
も
の
も
あ
っ
た
。
一
方
、
保
存

年
限
が
経
過
し
た
文
書
に
お
い
て
も
支
所
に
保
管
さ
れ
続
け
た
り
、
逆
に
永
年
保
存

文
書
で
あ
っ
て
も
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
支
所
で
の

文
書
保
管
に
つ
い
て
は
、
あ
る
意
味
で
お
お
ら
か
な
面
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

青
森
県
は
歴
史
的
に
み
て
も
郡
の
変
遷
が
明
治
期
以
降
大
き
く
変
わ
っ
て
な
い
の

に
加
え
て
、
明
治
・
昭
和
の
合
併
を
経
験
し
て
い
な
い
地
域
が
多
い
た
め
、
文
書
の

引
き
継
ぎ
意
識
が
薄
い
と
い
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
青
森
市
の

(
)

事
例
が
何
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（

）
青
森
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
青
森
市
史
』
別
編

民
俗
（
青
森
市
、
二
〇
〇
八

1

3

年
）。

（

）
右
掲
『
新
青
森
市
史
』
別
編

民
俗
十
六
ペ
ー
ジ
の
図

－

を
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ

2

3

1

2

と
し
て
作
成
し
た
。

な
お
、
浪
岡
町
の
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
編
さ
ん
室
で
は
保
管
し
て
い
な
い
。

（

）
同
資
料
編

近
代
（

）
で
は
「
旧
青
森
市
役
場
文
書
」
と
い
う
文
書
群
名
が
付

3

6

1

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
は
「
青
森
市
が
引
き
継
い
だ
旧

町
村
の
役
場
（
で
作
成
し
た
）
文
書
」
と
い
う
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
し
て
理
解

し
て
い
る
。

（

）
現
段
階
の
こ
の
文
書
群
の
整
理
に
関
し
て
も
う
一
点
指
摘
し
う
る
こ
と
は
、
文
書

4
整
理
の
段
階
で
す
で
に
『
新
青
森
市
史
』
の
編
集
と
い
う
視
点
が
入
り
込
ん
で
い
て
、

い
わ
ば
「
選
別
的
」
な
整
理
が
一
部
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
史
編
さ
ん
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事
業
は
、
『
新
青
森
市
史
』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
第
一
義
だ
と
は
思
う
が
、
文
書
の

散
逸
の
予
防
と
い
っ
た
点
な
ど
も
含
め
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
文
書
整
理
の
手
順
を

踏
む
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
大
石
嘉
一
郎
氏
は
、
地
方
所
在
の
史

料
を
利
用
し
た
近
代
史
研
究
の
危
険
性
と
し
て
「
地
方
史
料
の
抽
出
利
用
が
ま
っ
た

く
一
面
的
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
同
『
日
本
近
代
史
へ
の
視

座
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）。
現
段
階
に
お
け
る
「
町
村
文
書
」
の
整

理
は
、
残
念
な
が
ら
ま
さ
に
こ
の
指
摘
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
お
な
じ
こ
と
は
「
町
村
文
書
」
に
限
ら
ず
、
「
東
津
軽
郡
役
所
文
書
」
に

つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、「
東
津
軽
郡
役
所
文
書
」
に
つ
い
て
は
、

ひ
と
り
青
森
市
だ
け
で
な
く
、
東
津
軽
郡
地
域
全
体
の
財
産
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
う
し
た
文
書
群
を
保
管
し
て
い
る
機
関
と
し
て
は
、
そ
れ
な
り
の
責
任
も
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（

）
こ
の
よ
う
な
ば
あ
い
の
簿
冊
名
に
つ
い
て
、
近
刊
『
新
青
森
市
史
』
資
料
編

現

5

8

代
で
は
、
再
装
幀
さ
れ
た
際
に
付
さ
れ
た
名
称
を
簿
冊
名
と
し
て
採
用
し
た
。
た
だ
、

簿
冊
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
で
は
な
く
旧
町
村
の
そ
れ
と
し
た
。

（

）
市
役
所
と
支
所
か
ら
こ
れ
ら
の
文
書
が
編
さ
ん
室
に
運
び
込
ま
れ
る
こ
と
に
際
し

6
て
の
行
政
的
な
手
続
と
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
知
ら
な
い
（
詳
し
い
こ
と

を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
）。

（

）
こ
の
よ
う
に
、
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
行
政
文
書
、
特
に
戦
争
中
の
記
録
が

7
失
わ
れ
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
、
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
隠
し
て
遺
し
た
人
た
ち
が
数
多

く
い
た
と
い
う
（
安
藤
正
人
「
記
録
を
守
り
記
憶
を
伝
え
る
―
市
民
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
（
公
文
書
館
）
を
め
ざ
し
て
―
」
、
『
市
誌
研
究
な
が
の
』
一
五
号
、
二
〇
〇
八

年
）。

（

）
編
さ
ん
室
蔵
「
市
町
村
合
併
関
係
綴
（
八
冊
の
う
ち
四
）
」。

8

事
務
引
き
継
ぎ
は
、
青
森
市
役
所
で
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
昭
和
二
六

年
四
月
一
日
に
合
併
し
た
滝
内
村
に
関
し
て
は
、
滝
内
支
所
（
旧
滝
内
村
役
場
）
で

引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。

（

）
編
さ
ん
室
蔵
「
市
町
村
合
併
関
係
綴
（
八
冊
の
う
ち
五
）
」。

9
（

）
油
川
地
区
の
徴
兵
関
係
の
簿
冊
に
関
し
て
は
、
表
紙
と
背
表
紙
の
み
が
遺
さ
れ
て

10
い
る
も
の
が
あ
る
。
綴
ら
れ
て
い
た
文
書
は
廃
棄
処
分
に
さ
れ
た
か
。

（

）
原
別
村
村
制
施
行
百
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
原
別
百
年
の
あ
ゆ
み
』
（
一
九

11
九
〇
年
）。

（

）
青
森
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
青
森
市
の
例
規
類
集
」。

12
（

）
近
刊
『
新
青
森
市
史
』
資
料
編

現
代
で
は
、
戦
後
の
市
史
編
さ
ん
事
業
の
歩
み

13

8

に
つ
い
て
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
掲
載
し
た
史
料
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
八
年

（
一
九
八
三
）
九
月
の
市
議
会
（
第
三
回
定
例
会
）
で
今
村
修
議
員
は
、
「
昭
和
の

大
合
併
」
で
青
森
市
と
合
併
し
た
町
村
の
歴
史
に
つ
い
て
も
、
市
史
に
記
録
し
遺
す

よ
う
提
案
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
当
時
の
工
藤
正
市
長
は
、
市
史
の

「
続
編
」
は
今
後
の
課
題
と
し
、
当
面
は
資
料
の
収
集
に
万
全
を
期
し
た
い
と
答
弁

し
て
い
る
（
三
八
四
号
文
書
）
。
昭
和
二
九
年
か
ら
発
刊
が
始
り
同
四
九
年
に
終
了

し
た
『
青
森
市
史
』
に
は
こ
れ
ら
、
合
併
町
村
の
「
歴
史
」
に
ま
で
は
ふ
み
込
ん
で

は
い
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
『
新
青
森
市
史
』
の
編
さ
ん
事

業
へ
引
き
継
が
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
『
新
青
森
市
史
』

で
は
、
こ
れ
ま
で
「
町
村
文
書
」
を
使
っ
て
こ
れ
ら
合
併
町
村
の
「
歴
史
」
に
つ
い

て
触
れ
て
き
た
。
当
時
の
工
藤
市
長
の
い
う
「
資
料
の
収
集
」
に
こ
れ
ら
「
町
村
文

書
」
の
保
存
が
念
頭
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
現
状
と
し
て
こ
れ
ら

「
町
村
文
書
」
が
あ
っ
て
合
併
町
村
の
「
歴
史
」
に
深
く
ふ
み
込
め
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（

）
青
森
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
青
森
市
の
例
規
類
集
」
に
よ
れ
ば
、
現
行
の
「
青
森
市

14
文
書
編
さ
ん
保
存
規
定
」
は
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
一
日
規
程
第
五
号

で
定
め
ら
れ
た
の
ち
、
平
成
二
一
年
七
月
二
一
日
ま
で
に

四
回
改
正
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
、
青
森
市
の
文
書
保
存
に
関
す
る
規
程
に
関
し
て
は
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
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五
三
）
二
月
十
日
の
定
期
監
査
報
告
の
中
に
「
文
書
に
関
す
る
事
項
」
と
い
う
項
目

が
あ
り
、
そ
こ
に
「
各
課
備
付
の
文
書
簿
冊
中
「
文
書
編
纂
保
存
規
程
」
に
定
む
る

保
存
期
間
中
の
も
の
で
、
監
査
時
日
に
見
当
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
こ
れ
が
た
め
、
事

務
整
理
に
支
障
を
来
す
居
る
も
の
あ
り
」
と
み
え
、
文
書
保
存
に
関
す
る
規
程
と
こ

れ
に
よ
る
文
書
保
存
に
関
し
て
指
摘
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
青
森
市
議
会

事
務
局
蔵
『
青
森
市
議
会
会
議
録
』
昭
和
二
十
八
年
二
月
十
日－

二
月
十
三
日
）。

（

）
兵
事
関
係
の
簿
冊
は
、
油
川
・
荒
川
・
奥
内
・
野
内
の
四
町
村
な
ど
で
も
遺
さ
れ

15
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
簿
冊
は
い
ず
れ
も
、
合
併
時
の
引
き
継
ぎ
文
書
（
油
川
町
は
引

き
継
ぎ
文
書
な
し
）
に
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
う
ち
、
奥
内
村
の
ば
あ
い
は
、
「
徴

兵
国
民
軍
年
齢
調
」
（
明
治
十
二－

十
六
年
）
や
「
兵
事
主
任
会
ニ
関
ス
ル
書
類
」

（
大
正
四
年－

昭
和
二
年
）
と
い
っ
た
明
治
十
二
年
か
ら
昭
和
二
年
ま
で
の
簿
冊
が

支
所
で
廃
棄
処
分
と
な
り
、
そ
の
後
Ａ
氏
の
手
に
渡
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
油

川
町
の
ば
あ
い
も
支
所
が
廃
棄
処
分
と
し
た
も
の
が
、
Ｂ
氏
の
手
に
渡
っ
た
も
の
と

考
え
る
の
が
目
下
の
と
こ
ろ
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。

（

）
引
き
継
ぎ
文
書
の
リ
ス
ト
と
現
在
編
さ
ん
室
で
保
管
す
る
簿
冊
と
を
突
き
合
わ
せ

16
る
と
、
対
応
し
な
い
文
書
を
い
く
つ
も
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に

「
リ
ス
ト
化
」
さ
れ
な
い
（
で
き
な
い
）
文
書
が
支
所
に
そ
の
ま
ま
遺
さ
れ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
戦
前
期
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
敗
戦
前
後
の
諸
事
情
に
よ
り
、

偶
然
遺
さ
れ
る
ば
あ
い
が
あ
っ
た
と
い
う
（
『
新
編
弘
前
市
史
』
通
史
編

（
近
・

5

現
代

）、
二
〇
〇
五
年
）。

2

（

）
長
谷
川
成
一
監
修
『
北
方
社
会
史
の
視
座

歴
史
・
文
化
・
生
活
』
第
三
巻
（
清

17
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）。

（

）
青
森
町
が
市
制
を
施
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
東
津
軽
郡
役
所
の
移
転
問
題
は
当
時

18
話
題
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
際
に
油
川
村
は
有
力
な
移
転
先
の
一
つ
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
に
、
参
考
ま
で
に
そ
れ
に
関
わ
る
『
東
奥
日
報
』
の
記
事
を

あ
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

●
東
津
軽
郡
役
所
の
位
置

青
森
町
に
市
制
を
実
施
す
る
こ
と
ゝ
な
り
た
る
為
め
、
自
然
の
結
果
と
し
て
将

さ
に
起
る
へ
き
も
の
は
、
東
津
軽
郡
役
所
の
位
置
問
題
な
り
。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

郡
の
地
勢
を
案
す
る
に
、
面
積
百
八
十
三
方
里
余
、
極
東
は
東
平
内
大
字
狩
場

沢
、
極
西
は
新
城
村
大
字
鶴
ヶ
坂
、
極
南
は
高
田
村
大
字
小
畑
沢
、
極
北
は
三

厩
村
大
字
宇
鉄
に
尽
く
而
し
て
、
青
森
町
は
実
に
其
中
央
に
位
す
。
今
や
青
森

町
に
し
て
郡
と
独
立
す
る
に
至
り
て
、
新
た
に
郡
役
所
の
位
置
を
定
め
る
へ
か

ら
さ
る
の
時
に
際
し
て
、
何
れ
か
最
と
も
適
当
な
る
可
き
。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

夫
れ
郡
役
所
の
所
在
地
を
決
す
る
に
は
、
可
成
郡
民
の
便
を
謀
ら
さ
る
へ
か
ら

(

マ
マ)

ず
。
而
し
て
又
た
郡
衙
所
在
地
と
し
て
、
資
格
を
備
ふ
る
の
所
な
ら
さ
る
へ
か

ら
す
。
今
東
郡
の
中
に
於
て
何
れ
か
此
両
者
を
備
ふ
る
も
の
か
と
云
へ
は
、
油・

川
村
を
措
て
他
に
恰
好
の
地
あ
る
を
見
さ
る
な
し
。
油
川
の
地
た
る
青
森
を
去

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

る
一
里
に
過
ぎ
す
而
し
て
、
村
と
云
ふ
と
雖
殆
ん
と
町
の
体
裁
を
備
へ
、
其
繁

栄
亦
殊
ん
と
郡
中
の
首
位
を
占
む
。
野
辺
地
既
に
町
た
り
。
五
所
川
原
亦
た
町

(

マ
マ)

た
ん
と
す
る
の
今
日
、
油
川
の
同
し
く
町
た
る
へ
き
資
格
あ
る
は
、
何
人
も
之

れ
を
首
肯
せ
ん
。

さ
れ
は
、
将
さ
に
起
ら
さ
る
へ
か
ら
さ
る
東
津
軽
郡
役
所
の
位
置
に
就
い
て
は
、

油
川
こ
そ
最
も
適
当
な
る
へ
く
、
之
れ
に
対
し
て
は
殆
ん
と
他
に
競
争
な
き
こ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

と
な
ら
ん
と
語
る
も
の
あ
り
。
記
し
て
参
考
と
な
す
。

・

・

・

・

（
明
治
三
一
年
二
月
二
四
日
付
）

●
東
津
軽
郡
役
所
の
位
地

・

・

・

・

・

・

・

・

・

青
森
町
に
市
制
を
実
施
す
る
に
付
き
、
郡
役
所
位
地
は
自
然
に
変
更
せ
ら
れ
へ

(

マ
マ)

し
と
は
何
人
も
想
像
す
る
所
に
し
て
、
早
く
既
に
油
川
を
以
て
之
れ
に
擬
す
る

者
さ
へ
あ
り
し
か
、
今
回
内
務
大
臣
の
認
可
を
得
て
、
従
来
の
如
く
市
内
に
据

・

・

・

・

置
く
事
に
決
せ
り
（
公
文
欄
参
照
）。

（
明
治
三
一
年
三
月
三
一
日
付
）

・

・
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（

）
中
園
裕
「
市
町
村
役
場
の
た
め
の
情
報
公
開
制
度
―
「
地
域
の
記
憶
館
」
構
想
―
」

19
（
『
青
森
県
史
研
究
』
第

号
、
二
〇
〇
三
年
）。

8

（
く
ど
う
・
だ
い
す
け

青
森
市
史
編
さ
ん
室
非
常
勤
嘱
託
員
）

本
会
機
関
誌
『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
へ
の
投
稿
に
つ
い
て

投
稿
規
定

◎
論

文

四
百
字
詰

枚
程
度
を
原
則
と
す
る
（
縦
書
き
、
以
下

60

同
様
）

◎
研
究
ノ
ー
ト

四
百
字
詰

枚
か
ら

枚
程
度

20

30

◎
研

究

余

録

四
百
字
詰

枚
程
度

10

◎
史

料

紹

介

四
百
字
詰

枚
か
ら

枚
程
度

10

30

◎
そ
の
他
（
書
評
・
研
究
動
向
・
歴
史
随
想
な
ど
）
四
百
字
詰

枚
程
度

10

◎
ワ
ー
プ
ロ
で
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
一
段
に
付
き

字
×

行
で
組
ん
で

32

23

下
さ
い
。
字
数
は
右
の
規
定
の
範
囲
で
計
算
し
て
、
そ
れ
を
越
え
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
投
稿
も
可
能
で
す
（
事
前
に
編
集
委
員
会

へ
御
相
談
下
さ
い
）
。
行
数
・
字
数
は
、
ワ
ー
プ
ロ
執
筆
と
同
様
に
組
ん

で
下
さ
い
。
な
お
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
稿
を
添
付
の
こ
と
。

◎
横
書
き
を
希
望
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
原

稿

締

切

一
月
末
日
と
八
月
末
日
の
年
２
回

※
投
稿
に
際
し
て
は
、
図
表
を
最
小
限
に
お
さ
え
、
完
成
原
稿
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
原
稿
は
必
ず
御
手
元
で
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
保
存
し
て
お
い

て
下
さ
い
。
投
稿
は
本
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

※
掲
載
に
つ
い
て
は
、
原
稿
を
受
領
後
、
編
集
委
員
会
で
審
査
し
、
一
ヶ
月

以
内
に
御
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
文
中
に
掲
載
許
可
を
必
要
と
す
る
写
真

・
図
版
等
を
含
む
場
合
に
は
、
掲
載
決
定
後
、
著
者
の
責
任
に
お
い
て
権

利
者
か
ら
許
可
の
承
諾
書
を
取
得
し
て
下
さ
い
。

※
掲
載
分
の
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
抜
刷

部
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

50

※
本
誌
掲
載
の
論
文
等
を
転
載
す
る
場
合
は
、
本
会
の
諒
承
を
得
て
下
さ
い
。


